
倴倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰

倴
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

倴倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰

倴
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

倴倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰

倴
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

倴倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰

倴
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

倴倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰

倴
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

部
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
写
真

や
動
画
を
取
り
ま
と
め
、
ユ

ー
ス
マ
ル
シ
ェ
の
告
知
や
当

日
の
様
子
、
野
菜
の
生
育
状

況
な
ど
を
不
定
期
で
投
稿
し

て
い
る
。

同
グ
ル
ー
プ
は
、
じ
ば
さ

ん
ず
に
ア
カ

ウ
ン
ト
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
な

ど
を
記
載
し

た

Ｐ

Ｏ

Ｐ

（

店

内

広

告

）

を

設

置
。
来
店
者

に
フ
ォ
ロ
ー

を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

ト
を
開
設
。
ア
カ
ウ
ン
ト
名

は
「
















」
。
農
業
の
魅
力
や
ユ

ー
ス
マ
ル
シ
ェ
を
広
く
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
。

同
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
る
杉
本
学
さ
ん
が
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
に

ア
カ
ウ
ン
ト

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
Ｐ
Ｒ

ユ
ー
ス
マ
ル
シ
ェ
の
観
光

農
業
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
グ
ル

ー
プ
は
、
Ｐ
Ｒ
方
法
に
も
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

月

に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交

流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
に
公
式
ア
カ
ウ
ン

８
日
に
は
、
堀
西
と
堀
山

下
の
畑
で
観
光
農
業
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
市
内
の
家
族
連

れ
約

人
が
参
加
し
、
部
員

が
管
理
す
る
畑
を
巡
り
、
ニ

ン
ジ
ン
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

ど
５
品
目
を
収
穫
。
品
種
の

特
徴
や
お
薦
め
の
調
理
方
法

な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、
部

員
と
交
流
を
深
め
た
。

ユ
ー
ス
マ
ル
シ
ェ
は
、
毎

月
第
１
土
曜
日
に
実
施
し
て

い
る
じ
ば
さ
ん
ず
で
の
対
面

販
売
と
、
消
費
者
体
験
型
の

観
光
農
業
イ
ベ
ン
ト
の
２
パ

タ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
。

開
か
れ
た
神
奈
川
県
茶
園
共

進
会
で
、
優
等
の
農
林
水
産

大
臣
賞
に
輝
い
た
。
７
月
の

神
奈
川
県
茶
品
評
会
で
の
受

賞
に
続
き
、
県
内
で
は
初
の

ダ
ブ
ル
受
賞
と
な
る
快
挙
を

達
成
し
た
。

山
口
さ
ん
は
、
２
・
５
㌶

の
茶
畑
で
「
や
ぶ
き
た
」
な

ど
８
品
種
を
栽
培
。
施
肥
や

整
枝
な
ど
の
栽
培
管
理
を
徹

底
し
て
、
良
質
な
茶
を
生
産

し
て
い
る
。

共
進
会
で
は
、
樹
勢
や
土

壌
管
理
な
ど
５
項
目
を
審

査
。
カ
ヤ
な
ど
を
土
壌
に
す

き
込
み
、
冬
の
乾
燥
を
防
ぐ

と
と
も
に
、
保
肥
力
を
高
め

て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ

れ
た
。

山
口
さ
ん
は
「
元
号
が
変

わ
っ
た
節
目
の
年
に
、
大
臣

賞
を
２
度
受
賞
で
き
て
光
栄

に
思
う
。
今
後
も
品
質
の
高

い
茶
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

菩
提
で
「
わ
さ
び
や
茶

園
」
を
営
む
山
口
勇
さ
ん

は
、

月

、

の
両
日
に

改
革
を
巡
る
情
勢
な
ど
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
た
。
そ
の

後
、
牧
島
議
員
と
担
い
手
支

援
や
鳥
獣
被
害
対
策
、
台
風

に
よ
る
農
業
被
害
へ
の
国
の

支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
た
他
、
山
口
組
合

長
が
県
下
Ｊ
Ａ
の
意
見
を
集

約
し
た
要
請
書
「
２
０
２
０

年
度
農
林
施
策
等
要
望
事
項

の
実
現
に
つ
い
て
」
を
手
渡

し
た
。

革
の
進
捗
（
し
ん
ち
ょ
く
）

状
況
な
ど
を
説
明
。
一
層
の

農
業
振
興
や
先
を
見
据
え
た

経
営
改
善
な
ど
の
重
要
性
を

説
き
、
Ｊ
Ａ
の
今
後
の
指
針

を
示
し
た
。

同
会
館
で
は
、
Ｊ
Ａ
県
中

央
会
の
職
員
か
ら
Ｊ
Ａ
自
己

今
回
は
初
め
て
神
奈
川
県
議

会
議
員
の
神
倉
寛
明
氏
、
加

藤
剛
氏
も
出
席
。
合
計

人

が
訪
問
し
、
同
省
の
職
員
や

牧
島
か
れ
ん
衆
議
院
議
員

と
、
農
協
改
革
の
動
向
や
県

内
の
農
業
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
情
報
を
共
有
し
た
。

同
省
で
は
、
経
営
局
協
同

組
織
課
の
職
員
が
、
農
協
改

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

日
、
東

京
都
千
代
田
区
に
あ
る
農
林

水
産
省
と
衆
議
院
第
一
議
員

会
館
で
国
政
学
習
会
を
開
い

た
。
山
口
政
雄
組
合
長
を
は

じ
め
、
Ｊ
Ａ
の
農
政
対
策
委

員
を
務
め
る
理
事
、
生
産
組

合
長
、
女
性
部
員
、
青
年
部

員
、
市
の
農
業
委
員
の
他
、

ー
ス
に
も
プ
ラ
ン
タ
ー
を
並

べ
、
参
加
者
や
訪
れ
た
多
く

の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

部
員
は
１
日
に
市
内
で
開

か
れ
た
「
第

回
は
だ
の
丹

沢
水
無
川
マ
ラ
ソ
ン
」
の
コ

一
委
員
長
は
、
用
意
し
た
プ

ラ
ン
タ
ー
を
園
児
に
手
渡

し
、
交
流
を
深
め
た
。

１
５
０
鉢
を
、
手
分
け
し
て

市
内
各
所
に
配
布
し
た
。
本

町
幼
稚
園
を
訪
れ
た
髙
橋
浩

え
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
贈
っ

た
。部

員
８
人
が
、
パ
ン
ジ
ー

と
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン
を

寄
せ
植
え
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー

２
日
に
は
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
の
一
環
で
、
市
内
の

保
育
園
や
幼
稚
園
、
Ｊ
Ａ
の

各
支
所
・
支
店
な
ど

カ
所

に
、
部
員
が
育
て
た
花
を
植

成
す
る
「
峠
生
活
グ
ル
ー

プ
」
が
約

年
に
わ
た
っ
て

作
り
続
け
て
き
た
が
、
昨
年

に
解
散
。
そ
う
し
た
中
、
Ｊ

Ａ
に
よ
る
呼
び
掛
け
を
き
っ

か
け
に
、

～

代
の
地
元

農
家
出
身
の
主
婦
や
同
地
区

へ
の
転
入
者
が
「
峠
屋
―
１

９
７
６
―
」
を
結
成
し
た
。

「
峠
屋
―
１
９
７
６
―
」

で
は
、
漬
け
込
ん
だ
そ
れ
ぞ

れ
の
野
菜
を
単
品
商
品
の

「
峠
の
粕
漬
」
と
し
て
も
販

売
し
て
い
る
。

来
シ
ー
ズ
ン
の
販
売
に
向
け

て
加
工
作
業
を
進
め
て
い

る
。峠

漬
は
、
市
内
で
収
穫
し

た
ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
同
地
区

の
特
産
で
あ
る
ミ
ツ
バ
の
５

品
目
を
塩
で
漬
け
込
み
、
新

し
い
酒
か
す
に
何
度
も
漬
け

替
え
な
が
ら
１
～
２
年
熟
成

さ
せ
た
も
の
。

こ
れ
ま
で
地
元
農
家
で
構

加
工
グ
ル
ー
プ
の
解
散
に

よ
っ
て
販
売
が
一
時
休
止
し

て
い
た
峠
地
区
の
特
産
品

「
峠
漬
」
。
長
年
続
く
地
域

の
伝
統
を
守
ろ
う
と
、
同
地

区
の
若
手
加
工
グ
ル
ー
プ

「
峠
屋
―
１
９
７
６
―
」
が

生
産
を
始
め
、
つ
い
に
販
売

に
こ
ぎ
つ
け
た
。

月
か
ら

再
び
販
売
が
始
ま
っ
た
「
峠

漬
」
は
、
人
気
の
高
さ
か
ら

す
で
に
完
売
。
メ
ン
バ
ー
は

店
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
秦
野
駅
前

支
店
ま
で
。
☎

－
３
９
２
２

長
年
に
わ
た
り
組
合
員
・
利
用

者
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
秦
野
駅
前
支
店
は
、
２
０

２
０
年
２
月

日
（
金
）
で
営
業

を
終
了
し
、
南
支
所
に
統
合
し
ま

す
。
同

日
（
火
）
以
降
は
、
南

支
所
ま
た
は
お
近
く
の
支
所
・
支

文中の表彰などの人名紹介の際の敬称は省略させていただきます。

幅
広
い
世
代
か
ら
人
気
が
高
い
秦
野
産
の
イ

チ
ゴ
が
、
今
年
も
収
穫
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
。

良
質
な
秦
野
産
の
イ
チ
ゴ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
市
内
外
の
消
費
者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

今月の特集
４～５面

イ
チ
ゴ
の
季
節
が
到
来

秦 野 市
農業協同組合

（神奈川県）

発行責任者 宮永均

〒257-0015
秦野市平沢477
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発 行

冬
の
季
節
を
彩
る
シ
ク
ラ
メ
ン

冬
の
季
節
を
彩
る
花
と
し
て
、
毎

年
人
気
を
集
め
て
い
る
秦
野
産
の
シ

ク
ラ
メ
ン
。

月
下
旬
か
ら
今
月
上

旬
に
か
け
て
、
出
荷
が
最
盛
を
迎
え

た
。
今
年
も
Ｊ
Ａ
は
だ
の
花
き
部
会

鉢
物
部
の
部
員
は
、
丹
精
し
て
育
て

て
き
た
シ
ク
ラ
メ
ン
の
出
荷
に
汗
を

流
し
た
。

平
沢
の
冨
田
茂
靖
さ
ん
が
営
む
冨

田
花
園
で
は
、
じ
ば
さ
ん
ず
や
首
都

圏
各
地
の
市
場
な
ど
に
、
４
～
６
号

鉢
や
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン
約
４
万

４
０
０
０
鉢
を
出
荷
。
冨
田
さ
ん
は

「
自
慢
の
シ
ク
ラ
メ
ン
を
よ
り
多
く

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

八沢の

小宮
こ み や

隆良
た か よ し

さん()

農
業
と
趣
味
で
日
々
充
実

露
地
野
菜
を
栽
培
し
て

い
る
八
沢
の
小
宮
隆
良
さ

ん
。
農
家
の
家
庭
に
生
ま

れ
育
ち
、
高
校
卒
業
後
は

当
時
松
田
町
に
あ
っ
た
食

糧
庁
の
食
糧
事
務
所
に
就

職
し
た
。
米
や
麦
を
検
査

す
る
仕
事
な
ど
に
日
々
従

事
す
る
一
方
で
、
休
日
に

は
合
計

㌃
の
畑
で
果
樹

や
野
菜
の
栽
培
に
汗
を
流

し
、
忙
し
い
毎
日
を
過
ご

し
た
。

退
職
後
は
７
㌃
ま
で
規

模
を
減
ら
し
た
も
の
の
、

現
在
も
畑
に
毎
日
足
を
運

び
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
タ
マ

ネ
ギ
な
ど
６
品
目
を
栽

培
。
農
薬
を
使
わ
ず
に
育

て
た
新
鮮
な
野
菜
を
食
べ

る
こ
と
が
、
日
々
の
楽
し

み
に
な
っ
て
い
る
。

農
作
業
に
励
む
他
、
趣

味
の
時
間
も
大
切
に
し
て

い
る
。
特
に
歌
う
こ
と
が

好
き
で
、
市
内
の
仲
間


人
と
週
に
１
度
、
上
地
区

の
仲
間

人
と
年
に
８
回

ほ
ど
カ
ラ
オ
ケ
に
足
を
運

ん
で
い
る
。

年
以
上
続

け
て
い
る
詩
吟
も
趣
味
の

一
つ
で
、
現
在
も
毎
月
練

習
に
励
ん
で
い
る
。

地
域
の
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
る
小
宮

さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
生

産
組
合
長
や
自
治
会
長
な

ど
を
経
験
し
、
地
域
に
貢

献
し
て
き
た
。

さ
ら
に
、
毎
月
第
２
水

曜
日
に
同
地
区
の
か
わ
じ

荘
で
開
か
れ
て
い
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
は
、
民
生
委

員
ら
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い

る
。
自
身
も
、
Ｊ
Ａ
の
お

茶
飲
み
交
流
会
や
年
金
旅

行
な
ど
に
必
ず
参
加
し
、

他
の
参
加
者
ら
と
交
流
を

深
め
て
い
る
。

小
宮
さ
ん
は
「
今
後
も

農
業
に
励
み
な
が
ら
健
康

に
気
を
付
け
、
仲
間
と
一

緒
に
歌
っ
た
り
話
し
た
り

し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し

て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。



前回「秦野市
都市農業振興計
画」について教
えてもらったけ

ど、その中の「農業経営
の安定化と担い手の育成
・確保」に関すること
で、ＪＡがやっているこ
とを教えてくれる？

農業経営の安
定化について
は、地域農業の
担い手に出向く

ＪＡ担当者(ＴＡＣ)が農
家に栽培や農薬に関する
情報を発信したりＪＡ
グリーンはだのが生産資
材価格の低減や安定供給
に努めたりしているわ
加工相談会を開いて、農

産加工品を作る人の支援
などもしているの。担い
手の育成・確保について
は、はだの都市農業支援
センターが「はだの市民
農業塾」を開いて、新し
く農業を始める人などを
支援しているわ。
ＪＡは、農家の所得向

上や農業生産の拡大のた
めに、多方面から担い手
をサポートしているの
よ。

教えてくれて
ありがとう、や
えのちゃん。来
月は「農地の保

全と農地の持つ多面的機
能の活用」について知り
たいな。

農
業
経
営
守
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
躍

大
寒
卵
を
紹
介
Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
で
放
送

１

月

18

日(
土)

１
月

日
（
土
）
午
前
８
時
か
ら
放
送
す
る
、

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
「
Ｊ
Ａ

Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｈ

Ｍ
ａ
ｒ

ｋ
ｅ
ｔ
」
は
、
二
十
四
節
気
の
一
つ
「
大
寒
」
に

生
ま
れ
た
「
大
寒
卵
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

ベ
ジ
フ
ル
Ｄ
Ｊ
の
中
西
希
さ
ん
が
、
じ
ば
さ
ん

ず
に
「
み
く
る
べ
た
ま
ご
」
を
出
荷
し
て
い
る
菖

蒲
の
山
本
澄
子
さ
ん
の
カ
フ
ェ
を
訪
ね
、
卵
を
使

っ
た
料
理
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
じ
ば
さ
ん
ず
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
も
放
送
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
聞

き
く
だ
さ
い
。

冨田花園に並ぶ色鮮やかなシクラメン

秦
野
駅
前
支
店
を
南
支
所
に
統
合

2020年２月日(金)で営業終了

県茶園共進会でも

山口勇さん大臣賞

県初のダブル受賞

園
児
と
交
流
を
深
め
る
髙
橋
委
員
長

部
員
㊧
の
畑
で
ダ
イ
コ
ン
を
収
穫

「
峠
漬
」
と
「
峠
の
粕
漬
」
を
手
に
す
る

「
峠
屋
―
１
９
７
６
―
」
の
メ
ン
バ
ー

豊
か
な
心
を
育
ん
で

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
力

農業ファン拡大へ農業ファン拡大へ
青年部が創意の活動

青
年
部
は
、
秦
野
の
農
業
の
フ
ァ
ン
拡
大
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
中
で
も
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
「
ユ
ー
ス

マ
ル
シ
ェ
」
だ
。
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
多
く
の
消
費
者
に
農
業
の
魅
力
や
地
産

地
消
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
。

畑
で
の
収
穫
体
験
も

ユ
ー
ス
マ
ル
シ
ェ
展
開

特産｢峠漬｣
再び販売開始

若
手
グ
ル
ー
プ
伝
統
守
る

今
年
２
度
目
と
な
る
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
い
た
山
口
さ
ん

国
政
学
習
会
で
情
報
共
有

農協改革や農業課題
牧島議員らと意見交換

農業振興に向けて牧島議員と活発に意見を交換

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
開
設
し
た
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

(://-/)（） 年(令和元年)月日(木曜日) 年(令和元年)月日(木曜日) （）第号 第号Ｊ Ａ は だ の (://-/) Ｊ Ａ は だ の
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俠
俠
俠
俠
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俠
俠
俠
俠
俠
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俠
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人
形
な
ど
供
養

Ｊ
Ａ
セ
レ
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
は
だ
の

Ｊ
Ａ
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

は
だ
の
は

月

日
「
ぬ
い

ぐ
る
み
・
人
形
供
養
祭
」
を

開
い
た
。
組
合
員
ら
が
持
ち

寄
っ
た
合
計
３
０
０
０
体
の

縫
い
ぐ
る
み
や
人
形
を
供
養

し
た
。

供
養
祭
は
、
地
域
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
２
０
０
７

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の

で
、
今
年
で

回
目
。
導
師

の
読
経
の
中
、
参
列
者
は
焼

香
し
、
縫
い
ぐ
る
み
や
人
形

に
別
れ
を
告
げ
た
。

供
養
祭
終
了
後
は
、
同
ホ

ー
ル
の

周
年
内
覧
会
を
開

催
し
た
。
今
回
は
近
年
需
要

が
高
ま
っ
て
い
る
家
族
葬
を

テ
ー
マ
に
、
小
規
模
な
葬
儀

の
セ
ッ
ト
を
用
意
。
来
場
者

か
ら
は
葬
儀
の
流
れ
や
価
格

な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
質
問

が
挙
が
っ
た
。

寄
せ
植
え
の

楽
し
さ
満
喫

本
町
で
体
験
会

本
町
支
所
運
営
委
員
会
は


日
、
曽
屋
の
草
山
花
園
で

花
の
寄
せ
植
え
体
験
を
行
っ

た
。
同
支
所
管
内
の
准
組
合

員

人
が
参
加
し
、
同
園
が

生
産
し
て
い
る
花
な
ど
を
使

っ
た
寄
せ
植
え
を
作
っ
た
。

参
加
者
は
、
ハ
ボ
タ
ン
や

ビ
オ
ラ
、
松
な
ど

品
目
の

中
か
ら
好
み
の
６
品
目
を
選

び
、
寄
せ
植
え
作
り
を
開

始
。
委
員
を
務
め
る
同
園
の

草
山
邦
彦
さ
ん
ら
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
、
寄
せ
植
え
を
完

成
さ
せ
た
。

田
中
和
幸
委
員
長
は
「
今

後
も
農
家
と
連
携
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
、
地
産
地
消

の
大
切
さ
を
多
く
の
准
組
合

員
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

に
は
果
樹
部
会
キ
ウ
イ
フ
ル

ー
ツ
部
が
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

を
、

日
に
は
や
さ
い
部
会

施
設
部
が
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ

リ
な
ど
を
高
橋
市
長
に
贈
っ

た
。

る
感
謝
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
継
続
的
な
支
援
を
要
請

し
た
。


月

日
に
は
花
き
部
会

鉢
物
部
が
シ
ク
ラ
メ
ン
や
ビ

オ
ラ
、
ハ
ボ
タ
ン
を
、
２
日

産
物
を
高
橋
昌
和
市
長
に
贈

っ
た
。
日
頃
の
支
援
に
対
す

Ｊ
Ａ
業
種
別
部
会
の
３
組

織
が
、
部
員
の
生
産
し
た
農

た
後
、
鹿
や
イ
ノ
シ
シ
が
畑

に
侵
入
し
た
跡
や
、

月
の

台
風
で
被
害
を
受
け
た
畑
な

ど
に
案
内
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
キ
ャ
ベ
ツ
と
ダ
イ

コ
ン
の
収
穫
を
体
験
。
ニ
ン

ジ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
、
ネ
ギ
も

土
産
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
。

三
武
さ
ん
は
「
鳥
獣
や
台

風
の
被
害
に
悩
む
農
家
の
実

態
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、

農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
た
。

畑
を
見
学
し

収
穫
作
業
も

西
で
つ
ど
い

西
支
所
運
営
委
員
会
は
１

日
、
堀
西
の
畑
で
、
准
組
合

員
を
対
象
に
「
組
合
員
の
つ

ど
い
」
を
開
い
た
。
准
組
合

員
ら

人
が
参
加
。
鳥
獣
や

台
風
に
よ
る
被
害
の
現
状
な

ど
を
学
ん
だ
他
、
野
菜
の
収

穫
作
業
を
体
験
し
た
。

委
員
を
務
め
る
堀
西
の
三

武
利
夫
さ
ん
が
、
生
産
品
目

や
栽
培
方
法
な
ど
を
説
明
し

地
区
＝
大
澤
豊
（
堀
山
下
）

森
谷
保
夫
（
堀
西
）
谷
賢
治

（
千
村
）
諸
星
義
晴
（
渋

沢
）
▽
上
地
区
＝
守
屋
照
男

（
柳
川
）
中
津
川
一
雄
（
八

沢
）
井
上
昌
彦
（
三
廻
部
）

須
藤
忠
三
（
菖
蒲
）

◇
職
員
▽
森
繁
和
（
経
済

部
経
済
課
物
流
セ
ン
タ
ー
係

長
）

表
彰
し
た
。
Ｊ
Ａ
は
だ
の
管

内
で
の
受
賞
者
は
次
の
通

り
。◇

篤
農
家
▽
大
根
地
区
＝

平
井
修
二
（
北
矢
名
）
北
村

睦
（
鶴
巻
）
佐
藤
信
夫
（
鶴

巻
南
）
▽
本
町
地
区
＝
井
上

富
士
雄
（
曽
屋
）
榎
本
清

（
元
町
）
▽
東
地
区
＝
水
野

和
成
（
小
蓑
毛
）
関
野
康
行

（
落
合
）
大
津
孝
義
（
東
田

原

）

▽

南

地

区

＝

髙

憲
次
（
西
大
竹
）
荒
井
和

夫
（
平
沢
）
髙
橋
隆
夫
（
大

秦
町
）
▽
北
地
区
＝
相
原
文

雄
（
菩
提
）
伊
澤
孝
（
横

野
）
林
道
弘
（
戸
川
）
▽
西

米
や
麦
な
ど

神
前
に
奉
納

伊
勢
原
市
大
山
阿
夫
利
神

社
社
務
所
で
５
日
、
第

回

新
穀
感
謝
祭
が
開
か
れ
た
。

崇
敬
農
家
が
五
穀
豊
穣
（
ご

こ
く
ほ
う
じ
ょ
う
）
に
感
謝

し
、
米
や
麦
な
ど
の
穀
物
を

神
前
に
奉
納
す
る
も
の
。
Ｊ

Ａ
は
だ
の
や
Ｊ
Ａ
湘
南
の
組

合
員
ら
２
０
０
人
以
上
が
参

列
し
た
。

新
穀
感
謝
祭
で
は
、
厳
か

に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
た

他
、
篤
農
家
と
Ｊ
Ａ
職
員
を

者
６
人
が
、

同
園
で
収
穫

し
た
ば
か
り

の
新
鮮
な
野

菜
で
料
理
を

作
っ
た
。

参

加

者

は
、
畑
で
取

れ
た
野
菜
を
使
っ
て
「
塩
大

根
の
麻
婆
豆
腐
丼
」
や
「
ニ

ン
ジ
ン
と
ク
ル
ミ
の
サ
ラ

ダ
」
な
ど
３
品
を
調
理
。
全

員
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
吉

田
さ
ん
が
事
前
に
用
意
し
た

野
菜
の
キ
ッ
シ
ュ
や
ニ
ン
ジ

ン
の
ゼ
リ
ー
と
一
緒
に
味
わ

い
、
交
流
を
深
め
た
。

新
鮮
野
菜
で

料

理

教

室

平
沢
の
体
験
型
農
園

平
沢
で
体
験
型
農
園
「
名

水
湧
く
湧
く
農
園
」
を
管
理

す
る
和
田
礼
子
さ
ん
は
７

日
、
東
田
原
の
吉
田
敦
子
さ

ん
と
協
力
し
、
同
園
で
料
理

教
室
を
開
い
た
。
「
畑
の
ご

馳
走
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
と

題
し
て
料
理
を
紹
介
。
参
加

ルで開かれ、ＪＡはだのから特

別賞として秦野市農業協同組合

長賞を授与した。

今年の受賞作品は、来年月

までＪＡはだの本所に展示す

る。

第回秦野市展（書道の部・

美術の部・写真の部）が、クア

ーズテック秦野カルチャーホー


月

日
に
は
、
２
０
１
９
年
産

の
イ
チ
ゴ
が
初
出
荷
を
迎
え
た
。
や

さ
い
部
会
い
ち
ご
部
の
部
員
ら
８
人

が
、
本
所
選
果
場
に
「
章
姫
」
と

「
よ
つ
ぼ
し
」
合
計
２
５
７
パ
ッ
ク

（
１
パ
ッ
ク
２
８
０
㌘
）
を
持
ち
寄

り
、
品
質
を
確
認
し
た
。

今
年
は
、
イ
チ
ゴ
の
定
植
後
に
日

照
不
足
が
続
き
、
生
育
の
遅
れ
が
心

配
さ
れ
た
が
、
部
員
は
適
切
な
栽
培

管
理
を
徹
底
。
例
年
通
り

月
下
旬

の
出
荷
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

検
査
員
を
務
め
る
部
員
が
、
果
実

の
大
き
さ
や
形
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
。
イ
チ
ゴ
は
神
奈
川
青
果
㈱
秦
野

市
場
を
通
じ
て
県
内
の
ス
ー
パ
ー
な

ど
に
出
荷
さ
れ
る
他
、
じ
ば
さ
ん
ず

や
特
産
セ
ン
タ
ー
渋
沢
店
に
も
並
ん

で
い
る
。
来
年
５
月
上
旬
ま
で
に
５

万
５
０
０
０
パ
ッ
ク
の
出
荷
を
見
込

ん
で
い
る
。

飯
田
進
部
長
は
「
今
年
は
日
照
不

足
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
の
、
甘
さ

が
乗
り
品
質
良
く
仕
上
が
っ
た
。
秦

野
の
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
多
く
の
消

費
者
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

笑
顔
で
話
し
た
。

秦
野
産
の
イ
チ
ゴ
は
市
内
の
洋
菓

子
店
な
ど
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

曲
松
の
洋
菓
子
店
「
パ
テ
ィ
ス
リ
ー

ク
ラ
ベ
リ
ー
ナ
」
も
使
用
店
の
一

つ
。
同
店
で
は
毎
年
、
秦
野
産
の
イ

チ
ゴ
を
使
っ
た
ケ
ー
キ
や
タ
ル
ト
を

販
売
し
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
る
幅
広

い
世
代
の
来
店
者
に
、
秦
野
産
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
る
。

洋
菓
子
に
使
用
し
て
い
る
イ
チ
ゴ

は
、
「
章
姫
」
や
「
お
い
Ｃ
ベ
リ

ー
」
な
ど
５
品
種
。
洋
菓
子
作
り
の

こ
だ
わ
り
は
、
仕
入
れ
た
イ

チ
ゴ
は
そ
の
日
に
使
い
、
な

る
べ
く
加
工
せ
ず
、
イ
チ
ゴ

本
来
の
味
を
生
か
す
こ
と
。

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
に
は
、
イ

チ
ゴ
の
味
が
濃
い
「
お
い
Ｃ

ベ
リ
ー
」
を
ケ
ー
キ
の
上
に

乗
せ
、
み
ず
み
ず
し
い
「
章

姫
」
は
ス
ポ
ン
ジ
に
挟
む
な

ど
、
品
種
の
特
徴
に
合
わ
せ

て
使
い
分
け
て
い
る
。

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
吉
田

伊
織
さ
ん
は
「
地
場
産
の
農

産
物
を
洋
菓
子
に
す
る
こ
と

で
、
商
業
者
の
立
場
か
ら
秦

野
の
農
業
を
応
援
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

県
内
外
か
ら
毎
年
２
万
２
０
０
０

組
以
上
の
来
園
者
が
訪
れ
る
市
内
の

イ
チ
ゴ
の
摘
み
取
り
園
。
現
在
、
若

手
農
家
４
人
が
開
園
し
、
摘
み
た
て

の
イ
チ
ゴ
の
お
い
し
さ
を
多
く
の
観

光
客
に
伝
え
て
い
る
。

イ
チ
ゴ
の
摘
み
取
り
園
「
石
田
フ

ァ
ー
ム
工
房
」
を
営
む
横
野
の
石
田

昌
克
さ
ん
も
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
開
園

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
同

園
は
、
２
０
１
１
年
に
市
内
で
初
と

な
る
イ
チ
ゴ
の
摘
み
取
り
園
と
し
て

オ
ー
プ
ン
。
合
計

㌃
の
ハ
ウ
ス
で

「
紅
ほ
っ
ぺ
」
と
「
お
い
Ｃ
ベ
リ

ー
」
の
２
品
種
を
収
穫
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
来
園
者
が
摘
み
取
り
や
す

い
よ
う
に
高
設
栽
培
を
取
り
入
れ
た

他
、
車
椅
子
の
来
園
者
で
も
気
軽
に

収
穫
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

通
路
を
広
く
し
て
い
る
。
リ
ピ
ー
タ

ー
は
年
々
増
加
し
、
毎
年
１
万
人
以

上
が
訪
れ
て
い
る
。
石
田
さ
ん
は

「
今
後
、
新
東
名
高
速
道
路
の
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
完
成
す

る
と
、
よ
り
多
く
の
集
客
が
期
待
で

き
る
。
多
く
の
人
を
秦
野
に
呼
び
込

み
、
観
光
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

同
園
は
１
月
中
旬
か
ら
開
園
す
る

予
定
だ
。

は
今
の
よ
う

に
暖
房
設
備

も
な
か
っ
た

の
で
、
冬
場

の
ハ
ウ
ス
内

の
温
度
管
理

が
難
し
く
、

凍
ら
な
い
よ

う
に
す
る
の

が
大
変
だ
っ

た
」
と
当
時

を

振

り

返

る
。

現
在
は
、
約

㌃
の
ハ
ウ
ス
で
「
章

姫
」
と
「
よ
つ
ぼ
し
」
を
栽
培
。

年
ほ

ど
前
に
ハ
ウ
ス
に
暖
房
設
備
を
導
入
し
た

こ
と
で
、
冬
場
の
凍
結
の
心
配
も
な
く
な

っ
た
他
、
労
力
も
減
り
、
効
率
的
に
作
業

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
山
口
さ
ん
は

長
年
の
経
験
を
も
と
に
、
苗
の
生
育
状
況

に
合
わ
せ
て
水
や
り
や
施
肥
な
ど
を
調
整

し
、
高
品
質
な
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
い
る
。

部
会
い
ち
ご
部
を
設
立
し
、
市
内
全
域
で

栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は
、

部
員

人
が
約
１
㌶
の
圃
場
（
ほ
じ
ょ

う
）
で
生
産
し
て
い
る
。

部
員
の
一
人
、
堀
西
の
山
口
新
次
さ
ん

は
、

年
に
５
人
の
仲
間
と
と
も
に
イ
チ

ゴ
の
栽
培
を
始
め
た
ベ
テ
ラ
ン
だ
。
栽
培

当
初
は
、
約
７
㌃
の
ハ
ウ
ス
で
「
福
羽
」

を
育
て
、
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て
い
た
。
「
昔

現
在
流
通
し
て
い
る
イ
チ
ゴ
は
、
１
８

０
０
年
ご
ろ
の
オ
ラ
ン
ダ
で
、
南
ア
メ
リ

カ
原
産
の
チ
リ
種
と
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の

バ
ー
ジ
ニ
ア
種
を
交
配
し
て
生
ま
れ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
イ
チ
ゴ
が
伝
わ
っ

た
の
は
江
戸
時
代
末
期
で
、
当
時
は
観
賞

用
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
１
８
９
９
年
に
フ

ラ
ン
ス
の
品
種
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、

本
格
的
な
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

「
秦
野
市
農
協
二
十
年
史
」
に
よ
る

と
、
秦
野
市
で
イ
チ
ゴ
の
栽
培
が
始
ま
っ

た
の
は
、
１
９
５
７
年
。
タ
バ
コ
に
代
わ

る
換
金
作
物
と
し
て
、
海
老
名
市
や
伊
勢

原
市
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
品
種
「
福
羽
」

が
導
入
さ
れ
た
。
北
地
区
の
生
産
者

人

が
栽
培
を
始
め
、
当
時
の
栽
培
面
積
は
合

計

㌃
だ
っ
た
。
そ
の

年
後
に
は
、
Ｊ

Ａ
の
業
種
別
部
会
の
一
つ
と
し
て
や
さ
い

幅
広
い
世
代
か
ら
人
気
が
高
い
秦
野
産

の
イ
チ
ゴ
。
今
年
も
収
穫
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
生
産
者
が
収
穫
や
出
荷
な
ど
の
作
業

に
連
日
汗
を
流
し
て
い
る
。
良
質
な
秦
野

の
イ
チ
ゴ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
市
内
外

の
消
費
者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

イチゴの品質を確認する部員

葉かきをする石田さん

イ
チ
ゴ
を
収
獲
す
る
山
口
さ
ん

いよいよ出番

愛される良質な秦野産

５
月
上
旬
ま
で
次
々
出
荷

当
初
は
暖
房
設
備
も
な
く
苦
労

市内栽培は1957年から

摘
み
取
り

準
備
着
々

待
ち
遠
し
い
１
月
中
旬
開
園

市
内
洋
菓
子
店
も
地
場
産
応
援

来
店
者
に
魅
力
発
信

イ
チ
ゴ
の
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
ス
イ
ー
ツ

堀
川
の
―
片
倉

か

た

く

ら

邦
雄

く

に

お

さ
ん(

)

日本酒の魅力伝える

№438
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
な
ど

を
販
売
す
る
㈲
片
倉
商
店

を
営
む
片
倉
邦
雄
さ
ん
。

父
が
オ
ー
プ
ン
し
た
同
店

を
い
つ
か
は
継
ご
う
と
考

え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大

学
在
学
中
か
ら
日
本
各
地

の
蔵
元
や
酒
屋
を
巡
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
酒
類
販

売
に
関
す
る
規
制
緩
和
が

進
む
な
ど
、
個
人
店
へ
の

逆
風
が
吹
い
て
い
る
状
況

に
危
機
感
を
感
じ
、
卒
業

と
同
時
に
同
店
を
継
い

だ
。



販
売
し
て
い
る
商
品

は
？販

売
す
る
日
本
酒
な
ど

の
種
類
を
絞
っ
て
い
て
、

川
西
屋
酒
造
店
が
作
っ
て

い
る
「
隆
（
り
ゅ
う
）
」

や
「
丹
沢
山
」
な
ど
、
他

店
で
は
あ
ま
り
販
売
さ
れ

て
い
な
い
銘
酒
を
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期

は
特
に
、
樽
（
た
る
）
酒

の
量
り
売
り
を
し
て
い
る

「
丹
沢
山
」
が
人
気
で

す
。



酒
の
販
売
以
外
に
は

？
日
本
酒
の
魅
力
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
の
で
、
蔵
元
と
協
力
し

た
試
飲
会
な
ど
を
開
い
て

い
ま
す
。

月
に
は
新
潟

県
の
朝
日
酒
造
の
協
力

で
、
代
表
銘
柄
「
久
保

田
」
の
試
飲
会
と
三
線

（
さ
ん
し
ん
）
ラ
イ
ブ
を

開
催
し
ま
し
た
。



趣
味
は
？

家
族
で
農
業
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
畑
を
借
り

て
、
野
菜
は
ダ
イ
コ
ン
や

ハ
ク
サ
イ
な
ど
を
、
果
樹

は
梅
や
柿
な
ど
を
育
て
て

い
ま
す
。
最
近
は
獣
害
対

策
と
し
て
畑
に
電
気
柵
を

張
り
ま
し
た
し
、
Ｊ
Ａ
の

剪
定
（
せ
ん
て
い
）
チ
ッ

パ
ー
を
借
り
る
た
め
に
講

習
会
も
受
け
て
き
ま
し

た
。
い
つ
か
は
加
工
品
を

作
り
た
い
の
で
、
Ｊ
Ａ
と

市
が
開
く
農
産
加
工
セ
ミ

ナ
ー
に
も
参
加
し
ま
し

た
。



今
後
の
目
標
は
？

店
を
長
く
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
新
穀
感
謝
祭

台
風
の
被
害
状
況
を
説
明
す
る

三
武
さ
ん
㊨

参
加
者
に
調
理
方
法
を
教
え
る
吉
田
さ
ん
㊨

市
長
に
農
産
物
贈
る

継
続
的
な
支
援
を
要
請

篤農家ら23人を表彰
大山阿夫利神社で新穀感謝祭

参
加
者
に
花
の
寄
せ
植
え
作
り

を
教
え
る
草
山
さ
ん
㊧

准組合員の地域
農業理解促進へ
支所運営委多彩な活動

秦野市展でＪＡ組合長賞

来年月まで展示

鉢花を贈る草山部長ら

キウイフルーツを渡す恩蔵部長ら

野菜を渡す施設部の部員

石
原
京
子
さ
ん
（
書
道
の
部
）

水
野
靜
子
さ
ん
（
美
術
の
部
）

山
口
勇
さ
ん
（
写
真
の
部
）

Ｊ Ａ は だ の 年(令和元年)月日(木曜日) （）第号 総　合（）
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丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

僔僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐

僔
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐

僔僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐僐

僔
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐
僐

ツ
（
堀
西
）
田
中
和
幸
・
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
（
上
大
槻
）

【
長
ネ
ギ
の
部
】

◎
優
秀
賞
＝
田
中
和
幸

（
上
大
槻
）
◎
優
良
賞
＝
山

口
啓
三
（
堀
西
）
髙
橋
太
一

（
下
大
槻
）
◎
佳
良
賞
＝
髙

橋
昭
治
（
堀
山
下
）
髙
橋
仁

志
（
下
大
槻
）◇

神
奈
川
県
い
ち
ご
品
評
会

が

、

の
両
日
、
県
内
圃

場
を
巡
回
し
て
開
か
れ
た
。

審
査
の
結
果
は
次
の
通

り
。◎

特
選
・
神
奈
川
県
農
業

会
議
会
長
賞
＝
北
村
彰
（
堀

山
下
）
◎
特
選
・
全
農
神
奈

川
県
本
部
運
営
委
員
会
会
長

賞
＝
須
藤
操
（
菖
蒲
）
◎
入

選
＝
片
野
和
彦
（
戸
川
）

利
夫
（
堀
西
）
横
尾
良
男

（
曽
屋
）

【
キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
部
】

◎
優
秀
賞
＝
田
中
和
幸
・

キ
ャ
ベ
ツ
（
上
大
槻
）
◎
優

良
賞
＝
今
井
洋
司
・
キ
ャ
ベ

ツ
（
横
野
）
小
清
水
伸
一
・

キ
ャ
ベ
ツ
（
下
大
槻
）
◎
佳

良
賞
＝
三
武
利
夫
・
キ
ャ
ベ

下
）
須
藤
操
（
菖
蒲
）

◇

や
さ
い
部
会
露
地
部
は
４

日
、
市
内
圃
場
を
巡
回
し
て

立
毛
共
進
会
を
開
い
た
。
審

査
の
結
果
は
次
の
通
り
。

【
ダ
イ
コ
ン
の
部
】

◎
優
秀
賞
＝
小
林
允
（
今

泉
）
◎
優
良
賞
＝
古
藤
登

（
曽
屋
）
◎
佳
良
賞
＝
三
武

◇

や
さ
い
部
会
い
ち
ご
部
は

４
日
、
市
内
圃
場
（
ほ
じ
ょ

う
）
を
巡
回
し
て
立
毛
共
進

会
を
開
い
た
。
審
査
の
結
果

は
次
の
通
り
。

◎
優
秀
賞
＝
片
野
和
彦

（
戸
川
）
北
村
彰
（
堀
山

別
賞
＝
鈴
野
淳
史
（
上
大

槻
）◎

一
般
切
り
花
の
部
▽
金

賞
２
席
＝
小
島
実
（
上
大

槻
）
▽
金
賞
３
席
・
銀
賞
１

席
・
銅
賞
２
点
＝
加
藤
宗
雅

（
平
沢
）
▽
銀
賞
・
銅
賞
＝

林
道
弘
（
戸
川
）

融
共
済
係
長)

和
田
恵
理
子

（
南
支
所
金
融
共
済
係
長
）

◇

第

回
神
奈
川
県
花
き
展

覧
会
が

月

日
か
ら

月

１
日
の
３
日
間
、
横
浜
市
の

横
浜
産
貿
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
。
審
査
の
結
果
は
次
の
通

り
。◎

バ
ラ
の
部
▽
銀
賞
１
席

＝
和
田
稔
（
柳
川
）
▽
銀
賞

＝
伊
藤
伸
一
（
鶴
巻
）
▽
特

の
部
＝
今
井
忠
春
（
南
矢

名
）
北
村
良
久
（
鶴
巻
）
栗

原
栄
一
（
平
沢
）
臼
井
逸
男

（
今
泉
）
今
井
新
一
（
室

町
）
大
庭
正
敏
（
西
大
竹
）

桐
生
一
義
（
堀
西
）
永
山
和

夫
（
千
村
）
磯
村
晃
（
平
塚

市
大
島
）

◎
優
良
職
員
の
部
＝
大
津

和
也
（
本
町
支
所
支
所
長
）

橿
原
有
美
子(

信
用
課
貯
金

係
長)

澤
岻
直
美(

東
支
所
金

受
賞
お
め
で
と
う
！

日
頃
の
成
果
を
発
揮

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
神
奈
川
は


月

日
、
厚
木
市
文
化
会

館
で
第

回
県
農
協
大
会
を

開
い
た
。
Ｊ
Ａ
運
動
の
発
展

に
寄
与
し
た
組
合
員
や
役
職

員
な
ど
を
表
彰
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
管
内
で
の
受

賞
者
は
次
の
通
り
。

◎
組
合
員
等
農
協
関
係
者

職
員
人
事

◎

月
１
日
付

◇
大
根
支
所
＝
朝
田
真
梨

香
（
試
用
職
員
）

針
に
つ
い
て

て
▽
台
風

号
に
よ
る
農
地

災
害
の
復
旧
に
係
る
対
応
に

つ
い
て

▽
延
滞
債
権
等
の
処
理
方


月

日
に
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
こ
と
を
審
議
し

ま
し
た
。

▽
２
０
２
０
年
度
事
業
計

画
方
針
書
（
素
案
）
に
つ
い

待
ち
き
れ
な
か
っ
た
し
ゅ
う
か
く

北
小
学
校
２
年

松
本

ま

つ

も

と

篤
宏

あ

つ

ひ

ろ

ぼ
く
は
、
学
校
の
生
活
の
じ
ゅ
ぎ

ょ
う
で
野
菜
を
育
て
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
ナ
ス
を
さ
わ
っ

て
み
た
か
っ
た
の
で
、
ナ
ス
を
育
て

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
苗
は
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
に
行
き
、
く
き
が
太
く

て
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
を
え
ら
び
ま
し

た
。は

ち
に
、
土
を
入
れ
て
苗
を
う
え

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
毎
日
、
朝
と
帰

り
に
水
や
り
を
し
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
水
や
り
を
し
な
が
ら
「
た
く
さ

ん
ナ
ス
が
で
き
ま
す
よ
う
に
」
と
気

も
ち
を
こ
め
ま
し
た
。
苗
は
、
ど
ん

ど
ん
大
き
く
な
っ
て
、
は
っ
ぱ
が
ふ

え
ま
し
た
。
は
っ
ぱ
は
み
ど
り
色

で
、
ひ
ょ
う
め
ん
は
さ
ら
さ
ら
し
て

い
ま
し
た
。
く
き
に
白
い
毛
み
た
い

な
も
の
が
生
え
て
い
ま
し
た
。
つ
ぼ

み
は
小
さ
く
て
、
少
し
ふ
く
ら
ん
で

い
ま
し
た
。
花
は
む
ら
さ
き
色
で
と

て
も
き
れ
い
で
し
た
。

花
が
さ
き
お
わ
る
と
、
実
が
で
き

は
じ
め
ま
し
た
。
ぼ
く
は
う
れ
し
く

て
、
早
く
し
ゅ
う
か
く
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
ま
だ
実
が
小

さ
い
の
に
し
ゅ
う
か
く
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
き
て
、
ぼ
く

は
す
ぐ
に
家
ぞ
く
に
し
ゅ
う
か
く
し

た
ナ
ス
を
見
せ
ま
し
た
。
そ
う
し
た

ら
、
家
ぞ
く
の
み
ん
な
に
「
ど
う
し

て
、
そ
ん
な
に
小
さ
い
う
ち
に
し
ゅ

う
か
く
し
ち
ゃ
っ
た
の
？
」
と
言
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜

ご
は
ん
の
お
み
そ
汁
に
、
ぼ
く
が
し

ゅ
う
か
く
し
た
ナ
ス
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。
小
さ
い
ナ
ス
だ
っ
た
の
で
あ

ま
り
入
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

ぼ
く
が
気
も
ち
を
こ
め
て
育
て
た
か

ら
、
ナ
ス
が
お
い
し
く
な
っ
た
の
か

な
、
と
思
い
ま
し
た
。

今

ナ
ス
の
花
は
さ
い
て
い
ま
せ

ん
が

こ
れ
か
ら
ま
だ
ナ
ス
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
な
ぜ
な
ら
ぼ
く
は

大
切
に
気
も
ち
を
こ
め
て
育
て
て
い

る
か
ら
で
す
今
度
は
ナ
ス
が
も
っ

と
も
っ
と
大
き
く
な
る
ま
で

し
ゅ

う
か
く
す
る
の
を
ま
ち
た
い
で
す


来
年
は
、
家
ぞ
く
み
ん
な
で
野
菜

を
育
て
て
、
野
菜
の
こ
と
を
し
り
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
し
ゅ
う
か
く
し

た
野
菜
を
つ
か
っ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
た
い
で
す
。
ど
ん
な
味
が
す
る

の
か
楽
し
み
で
す
。

中
津

な

か

つ

遥
希

は

る

の

（
鶴
巻
小
学
校
２
年
）

井
上

い

の

う

え

琥
太
郎

こ

た

ろ

う

（
北
小
学
校
６
年
）

林
は
や
し

菜
々
香

な

な

か

（
大
根
中
学
校
３
年
）

田
部
井

た

べ

い

悠
斗

ゆ

う

と

（
鶴
巻
小
学
校
３
年
）

清
野

せ

い

の

紗
花

さ

な

（
西
小
学
校
４
年
）

塩
川

し

お

か

わ

陽
菜

ひ

な

（
本
町
中
学
校
３
年
）

秦
野
市
長
賞

秦
野
市
長
賞

秦
野
市
教
育
長
賞

秦
野
市
教
育
長
賞

畑
の
輪

西
中
学
校
３
年

市
川

い

ち

か

わ

芽
依

め

い

私
の
祖
母
は
、
家
庭
菜
園
を
楽
し

ん
で
い
る
。
小
さ
な
畑
だ
が
、
季
節

を
通
し
て
色
々
な
野
菜
を
育
て
て
い

る
。
祖
母
の
家
へ
行
く
と
、
い
つ
も

新
鮮
な
野
菜
が
美
味
し
い
料
理
に
変

身
し
て
出
て
く
る
。
新
鮮
な
野
菜
は

一
味
違
う
。

こ
の
間
、
私
の
ラ
イ
ン
に

「
新
じ
ゃ
が
パ
ー
テ
ィ
ー
を
す
る

よ
。
み
ん
な
集
ま
れ
。
」

と
い
う
通
知
が
入
っ
て
き
た
。
私

の
家
族
も
大
喜
び
。

「
早
く
新
じ
ゃ
が
食
べ
た
い
な
。
ど

ん
な
料
理
が
出
て
く
る
の
か
な
。
」

妹
達
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
い

よ
い
よ
新
じ
ゃ
が
パ
ー
テ
ィ
ー
の

日
、
祖
母
の
家
に
着
く
と
、

人
分

の
新
じ
ゃ
が
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
い
っ

ぱ
い
に
並
ん
で
い
た
。
新
じ
ゃ
が
サ

ラ
ダ
、
昔
か
ら
秦
野
に
伝
わ
っ
て
い

る
ら
し
い
竹
の
子
と
肉
と
新
じ
ゃ
が

の
煮
物
、
そ
れ
に
新
メ
ニ
ュ
ー
の
新

じ
ゃ
が
ガ
レ
ッ
ト
だ
っ
た
。
と
ろ
み

の
き
い
た
チ
ー
ズ
と
新
じ
ゃ
が
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
最
高
の
味
だ
っ

た
。
こ
れ
か
ら
の
み
ん
な
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
に
な
り
そ
う
だ
。
祖
母
は
み

ん
な
の
笑
顔
を
じ
っ
と
見
つ
め
な
が

ら
言
っ
た
。

「
今
年
も
や
き
い
も
パ
ー
テ
ィ
ー
絶

対
し
よ
う
ね
。
」

私
の
祖
母
は
や
き
い
も
パ
ー
テ
ィ

ー
の
た
め
に
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
さ

つ
ま
い
も
を
育
て
て
い
る
。
し
か
し

去
年
、
大
き
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。

さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
を
間
近
に
控
え

た
あ
る
日
の
こ
と
、
祖
母
と
畑
へ
行

く
と
大
事
に
育
て
て
い
た
さ
つ
ま
い

も
畑
が
ぐ
じ
ゃ
ぐ
じ
ゃ
に
荒
ら
さ
れ

て
い
た
。
土
は
掘
り
起
こ
さ
れ
、
食

い
ち
ぎ
ら
れ
た
さ
つ
ま
い
も
が
あ
ち

こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
祖
母

は
、

「
い
の
し
し
の
し
わ
ざ
だ
な
。
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。
私
は
い
の
し
し

の
足
跡
を
見
つ
け
た
。
間
違
い
な
く

い
の
し
し
の
い
た
ず
ら
だ
っ
た
。
し

か
し
、
土
を
丁
寧
に
掘
り
起
こ
し
て

み
る
と
、
い
の
し
し
が
食
べ
残
し
た

さ
つ
ま
い
も
が
出
て
き
た
。
箱
に
詰

め
て
み
る
と
２
箱
く
ら
い
。
や
き
い

も
パ
ー
テ
ィ
ー
は
充
分
に
出
来
る
量

だ
。
私
も
祖
母
も
ほ
っ
と
し
た
。
い

よ
い
よ
や
き
い
も
パ
ー
テ
ィ
ー
の

日
、

人
の
家
族
が
集
合
し
た
。
女

は
家
で
い
も
洗
い
、
い
も
包
み
、
男

は
畑
で
火
を
起
こ
す
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
分
担
し
て
作
業
は
進
ん
だ
。

祖
母
特
製
の
豚
汁
も
鍋
い
っ
ぱ
い
に

用
意
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の

野
菜
も
祖
母
の
育
て
た
自
家
製
野
菜

だ
っ
た
。
や
き
い
も
パ
ー
テ
ィ
ー
が

始
ま
っ
た
。
子
供
達
は
み
ん
な
次
々

と
葉
っ
ぱ
を
集
め
て
火
の
中
へ
と
投

げ
る
。
み
ん
な
楽
し
そ
う
。
畑
に
笑

顔
が
広
が
る
。
畑
の
横
に
は
栗
林
が

あ
る
。
子
供
達
は
葉
っ
ぱ
を
運
び
終

え
る
と
、
そ
こ
で
栗
の
木
に
登
っ
た

り
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
、
お
に
ご

っ
こ
を
し
た
り
し
て
や
き
い
も
が
焼

け
る
の
を
待
つ
。
や
き
い
も
が
焼
け

る
と
み
ん
な
一
斉
に
集
ま
っ
て
く

る
。
乾
杯
の
音
頭
は
、
父
の
仕
事
。

畑
で
食
べ
る
や
き
い
も
の
味
は
一
味

違
っ
た
。
ほ
く
ほ
く
の
や
き
い
も
を

一
斉
に
頬
張
る
。

「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
」

の
一
言
が
と
び
交
う
。

農
業
は
家
族
の
和
を
つ
く
り
、
み

ん
な
の
に
こ
や
か
な
笑
顔
を
つ
く

る
。
野
菜
を
育
て
る
こ
と
は
、
自
然

環
境
の
厳
し
さ
や
、
作
業
の
辛
さ
も

あ
る
が
、
そ
の
分
の
幸
せ
や
笑
顔
が

生
ま
れ
る
。

人
の
家
族
の
和
が
大

き
な
輪
に
な
り
、
絆
が
深
ま
る
こ
と

を
感
じ
る
。
私
は
や
き
い
も
パ
ー
テ

ィ
ー
を
通
し
て
大
切
な
こ
と
を
学
ん

だ
よ
う
な
気
が
す
る
。

い
の
し
し
の
家
族
も
私
達
家
族
と

同
じ
よ
う
に
楽
し
く
さ
つ
ま
い
も
を

食
べ
て
い
た
の
か
な
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
心
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、
小

・
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
に
「
書
道
・
図
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

今
月
は
「
作
文
の
部
」
の
秦
野
市
農
業
協
同
組
合
長
賞
の
作
品
３
点
と
、
秦
野
市
長
賞
・
秦

野
市
教
育
長
賞
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

ＪＡはだのの年末年始の一般業務は、年内は月日（月）午後５

時まで、新年は１月６日（月）の午前８時分からです。

それ以外の業務は次の通りです。

金融関係▶ＡＴＭ＝通常通り稼働（特産センター渋沢店のみ午前９時

から午後９時）。上支所は日（火）から５日（日）まで

不稼動。

キャッシュカードなどの紛失・盗難

▶キャッシュカード・通帳＝日（火）から５日（日）まで

は、ＪＡバンク神奈川盗難・紛失受付専用ダイヤルへ。☎

0120－－9674

▶ＪＡカード＝ＪＡカード（ニコス）へ。☎0120－15－9674

共済関係▶自動車事故＝日（火）から５日（日）までは、時間受

付のフリーダイヤルへ。☎0120－25－8931

経済関係▶西給油所・東給油所＝年末は日（火）まで、年始は４日

（土）から営業。ただし日（火）の営業時間は午前７時

分から午後６時まで。

▶指定給油所（神奈川石油㈱直営店）＝セルフＲ246ハタノ

（名古木）、セルフ片岡（平塚市片岡）、セルフ中井（中

井町井ノ口）：年中無休（時間営業）。

▶プロパン＝年末は日（月）まで、年始は６日（月）から

営業。日（火）から５日（日）まではＪＡ－ＬＰガス集

中監視センターが時間対応。☎0120－182－571

▶灯油の配送＝年末年始の配送については、最寄りの各支所

・支店までお問い合わせください。

▶重油の配送＝小型配送：日（金）午前11時までの受注分

は４日（土）、６日（月）、７日（火）に配送。大型配送

：日（金）、日（月）、６日（月）の受注分は８日

（水）以降に配送します。詳しくは経済課までお問い合わ

せください。☎－7717

▶組合員購買カードの紛失＝１日（水）から３日（金）まで

は、経済課緊急用電話へ。☎090－1889－8726

▶ＪＡグリーン・農機センター＝年末は日（月）まで、年

始は４日（土）から営業。

▶施設暖房用機械の故障＝ネポンサービスセンターへ。☎04

6－247－3195

葬祭関係▶セレモニーホール＝年末は日（火）午後５時まで。日

（火）午後５時から３日（金）まではフリーダイヤル☎01

20－34－7474へ連絡。３日（金）の通夜対応可。

営農関係▶東支所もみすり機能付き自動精米機＝年末は日（火）午

後６時まで、年始は４日（土）午前７時分から稼働。

▶本所・大根支所・北支所の自動精米機＝時間365日稼働

（もみすり機能はありません）。

店舗関係▶じばさんず＝年末は日（火）まで、年始は４日（土）か

ら営業。ただし日（火）の営業時間は午前９時から午後

３時まで。

▶特産センター渋沢店＝年末は日（火）まで、年始は４日

（土）から営業。ただし日（火）の営業時間は午前９時

から午後４時分まで。

はだの都市農業支援センター＝年末は27日（金）まで、年始は６日

（月）から営業。

㈱協同コンサルトはだの＝年末は日（木）まで、年始は６日（月）

から営業。

2019年度書道図画作文コンクール2019年度書道図画作文コンクール2019年度書道図画作文コンクール
作文の部秦野市農業協同組合長賞入賞作品

や
黄
色
の
大
き
な
実
が
な
る
ま
で
育

て
て
く
れ
て
夏
休
み
ご
ろ
に
な
る
と

「
い
つ
も
の
で
き
て
る
よ
」
と
ハ
チ

で
育
て
て
く
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
ト

ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
き
て
く
れ
た
り
、

な
ん
で
も
作
れ
て
、
こ
わ
れ
た
物
も

す
ぐ
直
し
て
く
れ
て
、
い
つ
で
も
、

ど
ん
な
時
も
、
頼
り
に
な
る
自
ま
ん

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

今
も
色
々
な
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
が
、
ど
こ
に
い
て
も
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
近
く
に
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
家
族
全
員
で
協
力
し
た
毎
日
は

二
度
と
経
験
で
き
な
い
一
生
に
一
度

の
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

が
天
国
に
い
き
、
ま
た
学
校
が
始
ま

り
、
長
か
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
温
室
で
毎
日

家
族
で
す
ご
し
て
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
も
温
泉
も
水
族
館
も
動
物
園
も

行
か
な
か
っ
た
け
ど
、
毎
日
温
室
で

す
ご
し
た
時
間
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

い
つ
で
も
、
ど
ん
な
時
も
近
く
に

た
く
さ
ん
の
家
族
が
い
て
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
お
う
ち
に
行
っ
て
も
温
室

に
行
っ
て
も
、
畑
に
行
っ
て
も
、
何

を
し
て
い
て
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い

て
、
ブ
ラ
ン
コ
し
た
い
と
言
う
と
ブ

ラ
ン
コ
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
が
食
べ
た
い
と
言
う
と
、
赤

と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
は
４
倍
以
上
、
こ
の
時
期
に
な

る
と
作
っ
て
い
た
ん
だ
よ
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
話
を
聞
い
た
時
、
と
て

も
お
ど
ろ
き
、
や
っ
ぱ
り
わ
た
し
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
す
ご
い
人
だ
と
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

朝
か
ら
夕
方
ま
で
た
く
さ
ん
の
人

達
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
仕
事
を
手

伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
や
っ
て
い
た
こ
と
と
同
じ
よ
う

に
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
け
ど
、

み
ん
な
が
が
ん
ば
っ
て
い
た
姿
を
天

国
か
ら
き
っ
と
見
守
っ
て
い
て
く
れ

て
い
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。

春
休
み
に
な
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

り
ま
し
た
。

一
日
一
日
が
す
ぎ
て
い
き
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
温
室
に
来
れ
な
く
な
る

く
ら
い
病
気
が
悪
く
な
り
、
家
族
は

仕
事
、
温
室
、
病
院
、
学
校
の
く
り

返
し
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
母
さ

ん
達
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を

想
っ
て
、
つ
ら
い
と
も
言
わ
ず
に
が

ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
は
、
お
家
へ
帰
っ
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
手
伝
い
を
し
た

野
菜
の
苗
を
出
荷
す
る
た
め
、
家
族

全
員
で
温
室
へ
行
き
、
す
べ
て
の
出

荷
を
し
た
時
に
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
お
母
さ
ん
達
も
ヘ
ト
ヘ
ト
だ
っ
た

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
具
合
が
悪
く
な

っ
た
こ
ろ
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の

お
姉
ち
ゃ
ん
、
家
族
全
員
で
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
お
仕
事
を
手
伝
う
よ
う
に

な
り
、
わ
た
し
が
で
き
る
こ
と
を
お

じ
い
ち
ゃ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
お
休
み
の
日
は
、
温
室
で
朝
か

ら
夕
方
ま
で
す
ご
す
こ
と
が
多
く
な

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
す
ご

い
人
だ
っ
た
。
わ
た
し
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
シ
ク
ラ

メ
ン
や
パ
ン
ジ
ー
、
ト
マ
ト
や
き
ゅ

う
り
、
な
す
や
ピ
ー
マ
ン
、
た
く
さ

ん
の
お
花
や
野
菜
の
苗
を
作
っ
て
い

た
。
で
も
、
大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
、
三
月
に
天
国
に
い
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
す
ご
い
人

南
が
丘
小
学
校
４
年

髙
橋

た

か

は

し

莉
子

り

こ

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

煩
悩
の
鐘
と
消
え
た
し
世
の
虚
ろ

志
賀

明
子
（
千

村
）

令
和
に
史
変
り
式
部
の
実
む
ら
さ
き

芦
川

松
江
（
八

沢
）

若
者
の
茶
髪
も
混
ざ
る
除
夜
の
寺

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

雨
上
が
り
照
葉
も
み
じ
の
色
透
け
て

柴
崎

和
子
（
渋

沢
）

朝
凍
て
る
野
の
神
苔
に
つ
つ
ま
れ
て

高
橋

順
子
（
大
秦
町
）

年
輪
や
捨
つ
る
が
多
し
煤
払
ひ柳

川
み
ち
子
（
栄

町
）

急
勾
を
三
度
休
み
て
極
月
に

佐
藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

だ
み
声
も
上
ず
る
師
走
魚
市
場森

高

由
子
（
渋

沢
）

粧
い
の
顔
冷
え
て
い
る
十
二
月高

島
美
和
子
（
名
古
木
）

寺
は
ざ
ま
打
ち
出
す
除
夜
を
競
う
鐘

吉
田

清
美
（
渋

沢
）

五
円
玉
磨
い
て
わ
た
す
除
夜
詣菊

池
と
し
え
（
菩

提
）

蓮
枯
れ
て
濠
の
石
垣
城
郭

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

ド
ロ
ー
ン
の
飛
ぶ
世
と
な
り
自
動
車
の

飛
ぶ
日
も
あ
ら
む
百
歳
の
夢
は今

井

か
め
（
羽

根
）

評

ま
さ
に
こ
の
歌
の
通
り
、
自
動
車
が
空
飛
ぶ

時
代
は
す
ぐ
そ
こ
、
百
歳
超
え
て
も
な
お
健

や
か
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
。

便
り
な
き
四
と
せ
の
後
に
君
逝
き
し
を

人
に
聞
か
さ
れ
う
ろ
た
え
て
泣
く

細
田

富
士
（
千

村
）

繁
茂
せ
る
葛
は
道
路
に
蔓
伸
ば
し

行
く
人
々
に
握
手
求
む
が
に

八
木

実
（
鶴
巻
北
）

孫
と
来
た
る
東
北
の
旅
の
楽
し
か
り

落
ち
葉
ひ
と
ひ
ら
湯
の
面
に
た
ゆ
た
う

石
田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

在
り
し
日
は
新
見
晴
生
の
ペ
ン
ネ
ー
ム

バ
イ
ク
事
故
か
ら
六
十
年
経
ぬ峰

孝
子
（
千

村
）

空
た
か
し
ソ
ラ
マ
メ
蒔
き
ぬ
翌
年
の

ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ
を
心
に
え
が
い
て

伊
東

久
（
渋

沢
）

首
狩
り
は
勇
者
の
証
と
ぞ
長
な
り
し

家
に
掛
か
れ
る
さ
れ
こ
う
べ
古
り
て

選
者

※
選
者
に
よ
る
添
削
あ
り

税務相談日 １月日（金）
午前９時分～

法務相談日 １月日（月）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前にお電話にてご予約をお願い
します。受け付け順に相談時間が決まります。

受け付け・ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

結婚相談日

１月日（金）

時間 午前９時～正午

場所 本所農業団地センター

１階

お問い合わせ

組織教育課☎－7714

年末年始業務のお知らせ年末年始業務のお知らせ

ＪＡグリーンはだのは１月日

（土）～日（日）、生産資材を

３％引きで販売します（種子と一

部の商品を除く）。お得なこの機

会をぜひご利用ください。

お問い合わせはＪＡグリーンは

だのまで。☎－7719

生産資材３％引き
１月日(土)～日(日)

ＪＡグリーンは農家を応援しますＪＡグリーンは農家を応援します

Ｊ Ａ は だ のＪ Ａ は だ の 地域･情報 第号 第号 作品表彰（） 年(令和元年)月日(木曜日) 年(令和元年)月日(木曜日) （）
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乢
习
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乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
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乢
习
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习
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习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
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乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢

仄什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂

仄
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁

仄什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂什仁仂

仄
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁

俴俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰

俴
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰

俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰

切
り
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
は
、
は
だ
の
都
市
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
☎

－

７
８
０
０

必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

基
礎
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
と

農
産
加
工
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス

は
、
１
月
８
日
（
水
）
か
ら

電
話
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

市
民
農
業
塾
の

受
講
生
を
募
集

農
業
の
担
い
手
づ
く
り
の

場
と
し
て
、
令
和
２
年
度

「
は
だ
の
市
民
農
業
塾
」
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
目

的
に
応
じ
て
、
３
コ
ー
ス
か

ら
選
択
で
き
ま
す
。

新
規
就
農
コ
ー
ス
を
希
望

す
る
方
は
、
１
月

日(

木)

と
２
月
１
日
（
土
）
に
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
申

込
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

と
参
加
費
を
各
支
所
・
支

店
、
ま
た
は
生
活
福
祉
課
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１

◎
参
加
費

５
０
０
円
※

２
月

日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ

ル
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

◎
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
布
巾

◎
申
し
込
み
期
限

１
月


日
（
月
）
ま
で
に
申
込
書

セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
実
習

室
◎
メ
ニ
ュ
ー

ち
り
め
ん

じ
ゃ
こ
と
梅
干
し
ご
飯
、
サ

ト
イ
モ
の
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
４

品
◎
募
集
人
数


人

農
産
物
を
使
っ
た
料
理
教
室

を
開
き
ま
す
。
み
ん
な
で
楽

し
く
お
い
し
い
料
理
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
日
時

２
月

日(

土)
午
前
９
時

分
～

◎
場
所

本
所
農
業
団
地

は
ん
）
に
つ
い
て
、
自
己
復

旧
が
難
し
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
秦
野
市
農
業
振

興
課
☎

－
９
６
２
６
ま
た

は
Ｊ
Ａ
は
だ
の
営
農
課
☎


－
７
７
１
８
ま
で
。

※
す
で
に
連
絡
を
い
た
だ

い
て
い
る
方
は
、
再
度
の
連

絡
は
不
要
で
す
。

生
産
緑
地
地
区
の
取
得

あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

秦
野
市
か
ら
生
産
緑
地
法

第

条
に
基
づ
き
、
次
表
の

通
り
生
産
緑
地
の
あ
っ
せ
ん

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
農
業

に
従
事
し
て
い
る
方
で
、
生

産
緑
地
と
し
て
取
得
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
秦
野
市
農
業

委
員
会
事
務
局
農
地
利
用
担

当
へ
ご
連
絡
を
。
☎

－
９

６
５
４

男
の
料
理
教
室

参
加
者
を
募
集

男
性
を
対
象
に
、
地
場
産

さ
い
。

◎
日
時

１
月

日(

水)

午
前

時
～
午
後
４
時

◎
場
所

本
所
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
実
習

室
◎
内
容

午
前
は
、
県
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に

よ
る
講
義
・
実
演
。
午
後

は
、
個
別
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
福
祉
課
ま
で
。
☎

－

７
６
６
１

台

風



号

の

被
害
に
つ
い
て

台
風

号
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
農
地
・
畦
畔
（
け
い

◎
定
員


人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

◎
講
師

一
般
社
団
法
人

協
同
組
合
連
携
機
構

西
井

賢
悟
氏

お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込

み
は
組
織
教
育
課
ま
で
。
☎


－
７
７
１
４
※
協
同
組
合

講
座
受
講
者
は
申
し
込
み
不

要
加
工
相
談
会
を
開
催

農
産
加
工
品
を
テ
ー
マ
に

し
た
相
談
会
で
す
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

公
開
講
義
を
開
催

組
合
員
を
は
じ
め
と
し
た

地
域
の
皆
さ
ま
に
、
協
同
組

合
の
役
割
や
意
義
な
ど
に
つ

い
て
広
く
学
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
協
同
組
合
講
座
の
一

つ
と
し
て
「
公
開
講
義
」
を

開
き
ま
す
。

◎
日
時

１
月

日(

水)

午
後
１
時

分
～
同
３
時

◎
場
所

本
所
３
階

虹

の
間◎

入
場
料

無
料
（
一
般

の
方
も
参
加
可
）

く
、
後
期
に
肥
料
要
求
量
が

多
く
な
る
植
物
に
適
し
て
い

ま
す
。

▼
注
意
点

水
分
に
触
れ
る
と
被
膜
の

溶
解
が
始
ま
り
ま
す
。
使
用

直
前
ま
で
開
封
を
避
け
、
開

封
後
は
早
め
に
使
い
切
り
ま

す
。
元
肥
と
し
て
使
用
す
る

場
合
は
定
植
直
前
に
施
用
・

混
和
し
ま
す
。
鉢
物
用
土
に

混
和
す
る
場
合
は
作
り
置
き

で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
温
度
に
よ
り
溶
出
速

度
が
変
わ
り
ま
す
。

℃
程

度
で
の
施
用
を
前
提
に
作
ら

れ
て
い
る
の
で
、
高
温
の
場

合
は
短
期
間
で
溶
出
し
ま

す
。
低
温
の
場
合
は
遅
効
と

な
り
ま
す
。
蒸
気
消
毒
・
熱

水
消
毒
を
行
っ
た
場
合
、
土

壌
の
温
度
が
十
分
に
下
が
っ

て
か
ら
施
用
・
混
和
し
ま

す
。

（
藤
平
）

剤
（
特
殊
な
界
面
活
性
剤
）

が
加
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
、
徐
々
に
成
分
が
溶
出
し

ま
す
。
ス
ー
パ
ー
ロ
ン
グ
は

被
膜
に
孔
隙
（
こ
う
げ
き
）

が
あ
り
、
吸
水
後
、
内
部
の

成
分
が
膨
張
し
て
孔
隙
を
広

げ
る
ま
で
初
期
の
溶
出
を
制

限
し
て
い
ま
す
。

商
品
名
に
エ
コ
が
付
く
シ

リ
ー
ズ
は
、
光
と
微
生
物
の

作
用
で
被
膜
が
分
解
す
る
特

性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

▼
使
い
分
け

ロ
ン
グ
は
初
期
か
ら
効
果

が
表
れ
る
た
め
、
成
長
が
早

い
一
年
草
の
元
肥
や
追
肥
に

向
い
て
い
ま
す
。
溶
出
期
間

の
短
い
も
の
は
短
期
育
苗
の

花
壇
苗
な
ど
に
適
し
、
溶
出

期
間
の
長
い
も
の
は
長
期
育

苗
の
多
年
草
や
樹
木
類
な
ど

に
適
し
て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
ロ
ン
グ
は
生
育

初
期
の
肥
料
要
求
量
が
少
な

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
高
性

能
な
肥
料
で
す
。

▼
タ
イ
プ

ロ
ン
グ
は
リ
ニ
ア
タ
イ

プ
、
ま
た
は
放
物
線
タ
イ
プ

と
呼
ば
れ
、
期
間
中
一
定
量

を
溶
出
し
続
け
ま
す
（
初
期

は
や
や
多
め
と
な
る
）
。
ス

ー
パ
ー
ロ
ン
グ
の
シ
グ
モ
イ

ド
タ
イ
プ
は
、
初
期
の
溶
出

が
抑
え
ら
れ
、
中
後
半
か
ら

溶
出
が
多
く
な
り
ま
す
。

１
２
０
日
タ
イ
プ
の
場
合

だ
と
、

℃
の
条
件
下
で
、

１
２
０
日
後
に
窒
素
成
分
の


％
が
溶
出
し
終
わ
り
ま

す
。▼

構
造

ロ
ン
グ
は
硝
酸
系
肥
料
、

Ｌ
Ｐ
コ
ー
ト
は
尿
素
を
主
体

と
し
た
成
分
を
薄
い
被
膜
で

覆
っ
て
い
る
た
め
、
被
膜
の

厚
さ
で
溶
出
パ
タ
ー
ン
を
調

節
し
て
い
ま
す
。
被
膜
が
吸

水
し
て
溶
解
し
、
溶
出
調
整

被
覆
肥
料(

コ
ー
テ
ィ

ン
グ
肥
料)

に
つ
い
て

被
覆
肥
料
は
緩
効
性
肥
料

（
時
間
を
か
け
て
効
果
が
表

れ
る
肥
料
）
の
一
つ
で
、
溶

出
期
間
や
溶
出
量
を
精
密
に

す
る
な
ど
、
呼
吸
法
も
学
ん

だ
。

加
し
た
。

参
加
者
は
、
心
身
の
緊
張

を
ほ
ぐ
し
て
心
の
安
定
と
安

ら
ぎ
を
得
る
と
い
わ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
を

実
践
。
体
の
動
き
に
合
わ
せ

て
息
を
吸
っ
た
り
吐
い
た
り

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

月


日
、
本
所
で
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
セ
ス
の
つ
ど
い
」
を
開
い

た
。
今
回
は
、
地
域
の
若
い

女
性
に
広
く
参
加
し
て
も
ら

お
う
と
、
講
師
を
招
い
て
ヨ

ガ
教
室
を
企
画
。

人
が
参

る
ま
で
の
過
程
や
各
行
事
で

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
発
表
し
た
。

参
加
し
た
部
員
ら
は
客
席

か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
、
２
人

の
発
表
を
盛
り
上
げ
た
。

の
記
事
を
活
用
し
た
体
験
を

発
表
し
た
。

貞
弘
さ
ん
は
「
Ｊ
Ａ
は
だ

の
〝
ぴ
ー
な
マ
ン
体
操
〟
ご

一
緒
に
ど
う
ぞ
！
」
と
題
し

て
、
女
性
部
活
動
体
験
発
表

の
部
で
発
表
。
体
操
が
で
き

縫
や
お
茶
飲
み
交
流
会
で
の

お
や
つ
作
り
な
ど
、
家
の
光

出
場
。
「
豊
か
な
生
活
は
家

の
光
と
共
に
」
と
題
し
、
裁

女
性
部
は

日
、
横
浜
市

の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
神
奈
川
ビ

ル
で
Ｊ
Ａ
神
奈
川
県
中
央
会

が
開
い
た
「
生
活
文
化
活
動

体
験
発
表
会
」
に
参
加
し

た
。県

内
各
Ｊ
Ａ
の
代
表
者
が

『
家
の
光
』
記
事
の
活
用
や

女
性
部
活
動
を
通
じ
た
体
験

に
つ
い
て
発
表
。
Ｊ
Ａ
は
だ

の
か
ら
は
部
員

人
が
出
席

し
、
北
支
部
の
吉
田
美
津
江

さ
ん
と
西
支
部
の
貞
弘
眞
理

さ
ん
が
代
表
と
し
て
登
壇
し

た
。吉

田
さ
ん
は
『
家
の
光
』

記
事
活
用
体
験
発
表
の
部
に

（
弥
生
町
）

▽
上
地
区
＝
諸
星
登
喜
雄

（
菖
蒲
）


歳(

喜
寿)

▽
南
地
区
＝
丸
山
光
行

（
今
泉
）

▽
北
地
区
＝
相
原
秀
雄

（
横
野
）
菅
野
軍
一
（
菩

提
）▽

西
地
区
＝
小
山
八
重
子

（
堀
川
）
井
上
滋
（
曲
松
）

※
自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
各
支
所
・
支
店

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

長
寿
者
に
記
念
品
贈
呈

い
き
い
き
ラ
イ
フ
支
援
事
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳(

米
寿)

▽
東
地
区
＝
山
本
富
子

（
東
田
原
）

▽
南
地
区
＝
相
原
君
江

（
尾
尻
）
綾
部
久
美
子
（
今

泉
）
三
杉
一
枝
（
上
今
川

町
）▽

西
地
区
＝
高
木
節
子

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

南支部

支
部
旅
行

南
支
部
の
部
員


人
は
２
日
、
支

部
旅
行
で
東
京
都

を
訪
れ
た
。

墨
田
区
に
あ
る
花
王
㈱
の

｢

花
王
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム｣

で
、

入
浴
や
化
粧
な
ど
生
活
文
化

の
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
専
用

の
機
器
を
使
っ
て
肌
や
髪
の

状
態
を
測
っ
た
り
し
た
。
そ

の
後
、
築
地
の
場
外
市
場
を

散
策
し
た
他
、
港
区
の
迎
賓

館
赤
坂
離
宮
で
は
庭
園
や
館

内
を
歩
き
、
明
治
期
の
近
代

洋
風
建
築
を
見
学
し
た
。

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

氏
の
歌
声
に
聞
き
入
っ
た
。

本町支部

支
部
旅
行

本
町
支
部
の
部

員

人
は

月


日
、
支
部
旅
行
で

平
塚
市
の
ホ
テ
ル

サ
ン
ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン
を
訪

れ
た
。

部
員
は
、
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
を
堪
能
し
た
後
、
公
益

財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
の
北
山
正
弘
氏
に
よ
る

「
〝
道
徳
〟
で
人
と
社
会
を

幸
せ
に
す
る
」
と
題
し
た
講

演
を
聞
い
た
。
そ
の
後
、
シ

ャ
ン
ソ
ン
歌
手
小
林
美
恵
子

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

場
を
盛
り
上
げ
た
。
最
後
に
は
、

参
加
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
女
性
の
歌

「
明
日
輝
く
た
め
に
」
を
合
唱
し

た
。会

場
で
は
、
作
品
展
示
も
行
っ

た
。
衣
類
の
リ
メ
イ
ク
作
品
や
絵

手
紙
、
生
け
花
な
ど
、
趣
味
グ
ル

ー
プ

組
の
部
員
に
よ
る
作
品
が

ず
ら
り
と
並
ん
だ
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
趣
味
グ
ル
ー

プ

組
が
舞
踊
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど

を
発
表
。
体
操
・
音
頭
普
及
委
員

会
の
女
性
部
サ
ポ
ー
タ
ー
も
「
ぴ

ー
な
マ
ン
体
操
」
と
「
や
え
の
ち

ゃ
ん
音
頭
」
を
発
表
し
た
。
そ
の

他
、
福
島
県
の
Ｊ
Ａ
東
西
し
ら
か

わ
女
性
部
や
秦
野
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
が
友
情
出
演
し
、
会

女
性
部
は

日
、
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
秦
野
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー

ル
小
ホ
ー
ル
で
、
第

回
文
化
交
流
会
を
開
い
た
。
趣
味
グ
ル

ー
プ
の
活
動
を
発
表
す
る
こ
と
で
同
部
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
他
の
女
性
組
織
と
交
流
す
る
こ
と
が
目
的
。
部
員
ら
約
３

１
０
人
が
参
加
し
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
た
。

年始は４日（土）から営業

【１月のイベント】

☆「初売り」４日（土）

円相当の商品が入った福

袋を円で販売。個限定

ですので、お早めに！ 豚汁

の無料配布も実施します（な

くなり次第終了）。

☆「焼き芋フェア」５日（日）

秦野産のサツマイモの食べ比

べができます。

☆｢七草がゆ無料配布｣７日(火)

はだの野菜ソムリエ倶楽部の

皆さんが、地場産野菜たっぷ

りのおかゆを振る舞います

（なくなり次第終了）。

☆「国産豚の加工品｣７日(火)

日（土）

㈱フリーデンが国産豚を使用

した加工品を販売します。

☆「果物フェア」日（土）、

日（日）、日（日）

秦野産や産地間提携を結ぶＪ

Ａの旬の果物を多数ご用意し

ます。

☆「大寒卵」日（月）

１年で最も寒い時期に生まれ

た卵は栄養豊富で健康に良い

といわれます。対象の卵を店

頭価格から％引きで販売し

ます（一部商品を除く）。販

売開始は正午から。なくなり

次第終了となります。

☆「みかんフェア」日（土)

日（日）

秦野産のミカンの食べ比べが

できます。

☆「たまごの日｣毎週月金曜日

店頭価格から％引き。「み

くるべたまご」は除く。

☆「試食の日」毎週火曜日

旬の野菜を使ったお手軽料理

をご紹介します。

☆「お米の日」毎週水曜日

店頭価格から％引き。

☆「肉の日」毎週木曜日と日

店頭価格から５％引き。

◎１月日（火)は定休日です

※準備の都合上、イベントが変

更になることがあります。ご了

承ください。

上支部

大久保生活班

芦川
あ し か わ

政美
ま さ み

さん

私
た
ち
大
久
保
生
活
班
は
、
上
地
区
の
八
沢
に
あ

り
、
班
員
４
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
は
女
性
部
に
加
入
し
て
４
年
に
な
り
ま
す
。
班

員
の
皆
さ
ん
は
大
先
輩
な
の
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と

は
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
初
め
て
の
班
長
を
し

て
い
ま
す
。
支
部
の
バ
ス
旅
行
、
女
性
部
運
動
会
、

農
業
ま
つ
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
楽
し
く
参

加
し
て
い
ま
す
。

女
性
部
を
通
じ
て
、
組
合
員
講
座
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
セ
ス
の
つ
ど
い
な
ど
に
参
加
し
て
、
徐
々
に
活
動

の
場
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
女
性
部
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

活動の成果 堂々と活動の成果 堂々と
第15回文化交流会

趣

味

グ

ル

ー

プ



組

舞
踊
コ
ー
ラ
ス
な
ど
発
表

趣

味

グ

ル

ー

プ



組

舞
踊
コ
ー
ラ
ス
な
ど
発
表

活動ＰＲ／他の女性組織と交流

生
活
文
化
活
動
体
験
発
表
会

吉
田
さ
ん･

貞
弘
さ
ん
登
壇

発
表
会
に
出
席
し
た
部
員

ヨ
ガ
で
心
身
ほ
ぐ
す

呼
吸
法
な
ど
実
践

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
の
つ
ど
い

多
く
の
部
員
が
活
動
の
成
果
を
発
表

８日（水） 14：00～本部役員清掃活動

〃 15：00～本部役員会

〃 （終了後）新年会

９日（木） ：～大豆プロジェクトみそ造り（

日まで）

14日（火） ９：30～支部役員会（南）

〃 13：30～支部役員会（東・西）

15日（水） ９：30～支部役員会（大根・本町）

〃 11：30～大根支部「親睦会」

〃 13：30～支部役員会（北・上）

21日（火） ：～大豆プロジェクトみそ造り（

日まで）

〃 13：30～第５回女性部ポイントカードプ

ロジェクト会議

日（水） ：～第回ＪＡ全国女性大会（日

まで）

24日（金） ９：30～東支部「料理教室」

日（月） ：～大豆プロジェクトみそ造り（

日まで）

30日（木） 10：00～フレッシュミセスのつどい「ラ

イスバーガー作り」

31日（金） 18：00～上支部「意見交換会」

１月の女性部行事予定表１月の女性部行事予定表

迎賓館赤坂離宮を訪れた部員

道徳に関する講演会

場所

今泉344番１

今泉345番１

今泉349番

今泉350番１

今泉328番１

地目

畑

畑

田

田

畑

面積
(平方㍍)

972

669

469

721

1075

今
泉
の
小
泉
征
四
郎
さ
ん
が
管
理

す
る
竹
林
で
、
花
の
咲
い
た
ハ
チ
ク

が
見
つ
か
っ
た
。

ハ
チ
ク
の
開
花
周
期
は
１
２
０
年

に
一
度
と
も
い
わ
れ
て
、
と
て
も
珍

し
い
も
の
。

小
泉
さ
ん
も
「
マ
ダ
ケ
の
花
は
以

前
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
ハ
チ
ク

は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
感
動
し
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

花
の
咲
い
た
ハ
チ
ク
は
Ｊ
Ａ
営
農

課
な
ど
に
飾
ら
れ
、
来
所
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
た
。

ハチクの花が咲いた
今泉の小泉征四郎さん

ヨ
ガ
の
呼
吸
と
動
き
を
実
践

（） 年(令和元年)月日(木曜日) 年(令和元年)月日(木曜日) （）女性部 第号 第号 地域･情報Ｊ Ａ は だ の Ｊ Ａ は だ の


